
昨
年
の
初
め
よ

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
拡
大
が

止
ま
ら
な
い
。
こ
こ

石
川
県
も
新
規
感
染

者
数
が
７
月
下
旬
か

ら
増
加
し
一
時
は
１
０
０
人
を

超
え
、
８
月
中
旬
以
降
も
連
日

50
人
前
後
を
推
移
し
て
い
た

が
、
９
月
に
入
り
よ
う
や
く
収

束
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
。
頼

み
の
綱
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
も
、
65
歳
以
上
の
２
回

接
種
者
は
約
９
割
だ
が
、
65
歳

未
満
で
は
２
割
程
度
で
あ
る
。

筆
者
の
想
像
で
は
あ
る
が
、

無
症
状
か
軽
症
程
度
の
隠
れ
陽

性
患
者
の
若
者
た
ち
が
町
の
あ

ち
こ
ち
で
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
ま

に
ス
ー
パ
ー
へ
買
い
物
に
出
か

け
る
際
は
で
き
る
だ
け
時
間
帯

を
ず
ら
し
て
、
夜
の
９
時
や
10

時
に
行
く
の
だ
が
、
か
つ
て
は

人
の
少
な
い
時
間
帯
で
あ
っ
た

の
が
、
今
は
結
構
な
人
数
に
遭

遇
す
る
。
そ
れ
も
50
歳
以
下
と

思
わ
れ
る
人
た
ち
で
あ
る
。

ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
は

当
初
８
月
２
日
か
ら
８
月
31
日

ま
で
と
さ
れ
て
い
た
が
、
再
度

延
長
さ
れ
て
、
９
月
12
日
ま
で

に
延
期
さ
れ
た
。
先
の
見
え
な

い
状
態
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か

は
わ
か
ら
な
い
が
、
は
っ
き
り

し
て
い
る
の
は
、
若
年
層
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
が
進
ま
な
い
と
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
社
会
に
は
戻
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
集

団
免
疫
の
獲
得
も
、
全
世
代
の

接
種
に
か
か
っ
て
い
る
。
副
反

応
の
心
配
や
ワ
ク
チ
ン
の
信
頼

性
も
あ
る
と
は
思
う
が
、
待
っ

た
な
し
の
大
規
模
接
種
が
１
日

も
早
く
望
ま
れ
る
。

今月の会員数／1,019人（医科713人・歯科306人）
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今
回
も
谷
内
江
昭
宏
先
生

（
金
沢
大
学
附
属
病
院
副
院
長
）

を
講
師
に
お
迎
え
し
、「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
イ

ロ
ハ
」
の
第
２
回
を
、
７
月
29

日
（
木
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て

開
催
し
た
。
石
川
県
の
感
染
拡

大
は
第
５
波
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
な
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
前
回
以
上
に
高
い
関
心
を

集
め
、
42
人
が
参
加
し
た
。

「
Ｎ
５
０
１
Ｙ
」の
意
味

今
回
の
メ
ニ
ュ
ー
（
図
１
）

は
前
半
、
後
半
に
大
別
さ
れ
る

が
、
ま
ず
変
異
か
ら
。

R
N
A
ウ
イ
ル
ス
は
分
裂

刺
激
が
大
き
い
。
つ
ま
り
宿
主

の
細
胞
内
で
自
身
の
遺
伝
子
や

様
々
な
パ
ー
ツ
を
コ
ピ
ー
す
る

ス
ピ
ー
ド
が
速
く
、
そ
の
回
数

も
極
め
て
多
い
た
め
、
必
ず
し

も
正
確
に
複
製
し
な
い
性
質
を

有
す
る
。
加
え
て
、
感
染
者
数

の
増
加
も
相

ま
っ
て
、
総
体

と
し
て
複
製
回

数
が
膨
大
と
な

り
、
変
異
の
蓄

積
も
大
き
く

な
る
。
そ
し

て
、
変
異
の
中

に
は
、
人
に

と
っ
て
意
味
あ

る
変
異
も
生
ま

れ
る
（
図
２
）。

ま
た
、
テ
レ
ビ

な
ど
で
よ
く
目

に
す
る
「
N

５
０
１
Y
」
の

意
味
は
、
ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク

質
の
５
０
１
番
目
の
ア
ミ
ノ
酸

が
、
N
（
ア
ス
パ
ラ
ギ
ン
酸
）

か
ら
Y
（
チ
ロ
シ
ン
）
に
置

換
さ
れ
た
も
の
だ
と
解
説
さ
れ

て
も
、
具
体
的
な
部
位
が
分
か

ら
な
か
っ
た
が
、
変
異
の
場
所

を
示
し
た
図
３
が
解
決
し
て
く

れ
た
。

聞
き
慣
れ
な
い
「
分
子
疫
学

調
査
」
だ
が
、
こ
の
手
法
を
用

い
て
、
昨
年
の
７
月
か
ら
10
月

の
石
川
県
の
感
染
拡
大
を
捉
え

る
と
、
主
に
大
阪
に
関
係
す
る

南
加
賀
と
東
京
に
関
係
す
る
金

沢
市
と
、
２
カ
所
の
エ
ピ
セ
ン

タ
ー
が
同
時
に
発
生
し
、
全
県

下
に
拡
大
し
た
こ
と
が
判
明
す

る
そ
う
だ
。
ま
た
、
個
々
の
接

触
関
係
ま
で
特
定
で
き
る
分
析

精
度
は
施
設
内
ク
ラ
ス
タ
ー
等

の
分
析
に
も
有
益
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

通
常
の
小
さ
な
変
異
は
２
週

間
に
１
回
の
割
合
だ
が
、
ア
ル

フ
ァ
株
の
場
合
は
大
き
な
変
異

が
急
速
に
蓄
積
し
、
そ
れ
ま
で

と
は
大
幅
に
異
な
る
株
種
と
な

り
、
同
時
に
そ
の
変
異
は
意
味

あ
る
変
異
と
し
て
瞬
く
間
に
世

界
を
席
巻
し
た
。
そ
の
ア
ル

フ
ァ
株
も
デ
ル
タ
株
に
置
き
換

わ
り
つ
つ
あ
る
。
変
異
株
の
種

類
と
そ
の
影
響
は
図
４
に
示

し
た
。

ワ
ク
チ
ン
の
意
義
と
課
題

後
半
は
ワ
ク
チ
ン
。
ま
ず
、

自
然
免
疫
と
獲
得
免
疫
の
関
係

に
お
け
る
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
や
タ
イ
ム
ラ
グ
の
関
係
、

生
ワ
ク
チ
ン
と
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
と
の
違
い
等
、「
キ
ホ
ン
の

キ
」
の
お
さ
ら
い
が
あ
り
、
新

図2　SARS-CoV-2の複製サイクル

図3　SARS-CoV-2の構造と受容体結合部位

S蛋白

RNA

ACE2 TMPRSS2

S2

S1

図4　日本国内のVOC/VOI（懸念される／注目すべき変異株）

今日のお話
 

２）分子疫学による感染拡大の分析 

１）SARS -CoV-2 の変異とその意味 

３）変異株の種類とその影響 

５） SARS-CoV-2 ワクチンの開発 
 
６）ワクチンの意義と課題 

４）ワクチンの免疫学と感染制御の歴史 

② 新型コロナの最新情報 

① いまさら聞けない！？新型コロナの基礎知識 

図1

（
2
面
に
つ
づ
く
）

新型コロナウイルス感染症のイロハ  第2回

変異とワクチン
� キホンから疑問まで

副会長　平田　米里（野々市市・歯科）講師の谷内江昭宏先生（写真左）と司会を務めた平田米里副会長
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型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
（
特
に
、

ウ
イ
ル
ス
ベ
ク
タ
ー
ワ
ク
チ

ン
、m
R
N
A
ワ
ク
チ
ン
）
は
、

こ
れ
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン
と
タ
イ

プ
が
異
な
る
こ
と
を
理
解
で
き

た
（
図
５
）。
し
か
し
、
両
者

と
も
人
に
ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク

を
作
ら
せ
て
抗
体
を
産
生
さ
せ

る
と
い
う
最
終
段
階
の
仕
組
み

は
同
じ
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
は
開

発
時
間
が
非
常
に
短
い
が
、
効

果
は
通
常
で
は
あ
り
得
な
い
ほ

ど
の
高
さ
で
あ
る
（
図
６
）。

加
え
て
、
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う

に
、
国
民
が
ワ
ク
チ
ン
を
２
度

接
種
す
る
率
が
高
い
と
、
新
た

な
変
異
株
（
デ
ル
タ
株
）
に
感

染
し
て
も
死
亡
者
数
は
少
な
い

こ
と
を
解
説
。
今
話
題
の
抗
体

カ
ク
テ
ル
療
法
（
２
種
類
の
混

合
・
人
工
抗
体
）
に
つ
い
て
は
、

１
週
間
以
内
の
早
期
に
対
応
す

れ
ば
、
50
歳
以
上
、
肥
満
・
慢

性
疾
患
・
免
疫
抑
制
の
あ
る
方

な
ど
に
は
有
効
と
の
こ
と
。

さ
て
、
次
の
テ
ー
マ
「
ワ
ク

チ
ン
の
意
義
と
課
題
」（
図
７
）

に
は
関
心
が
集
ま
る
と
思
う

が
、
紙
面
で
紹
介
す
る
よ
り
、

講
演
会
の
録
画
を
キ
チ
ン
と
観

て
い
た
だ
く
方
が
良
い
か
と
思

う
。
石
川
県
保
険
医
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
動
画
公
開
し
て
い

る
の
で
、
ぜ
ひ
観
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
質
問
は
講
演

前
、
直
後
に
数
多
く
寄
せ
ら
れ

た
が
、
谷
内
江
先
生
か
ら
科
学

的
証
左
を
基
に
キ
チ
ン
と
お
答

え
い
た
だ
い
た
。
参
加
者
は
濃

密
な
講
演
を
堪
能
し
満
足
で
き

た
と
思
う
。

1　往診・訪問診療   救急医療管理加算（950点）
⑴		 新型コロナウイルス感染症の自宅・宿泊療養者に対して、以下①又は

②の場合おいて往診・訪問診療を行った際は、A205の 1 救急医療管理
加算（950点）を、往診料又は在宅患者訪問診療料を算定した日に算定
することができる。
①		 当該患者又はその看護に当たっている者から新型コロナウイルス感

染症に関連した訴えについて往診を緊急に求められ、速やかに往診し
なければならないと判断し往診を実施した場合

②		 新型コロナウイルス感染症に関連した継続的な診療の必要性を認め
訪問診療を実施した場合

⑵		 ⑴は当該患者に対して主として診療を行っている医師が属する 1 つの
医療機関において、 1 日につき 1 回算定できる。

⑶		 ⑴の取扱いは、2021年 7 月30日以降適用される。
	 （2021年 7 月30日厚労省事務連絡）

2　訪問看護
⑴		 新型コロナウイルス感染症の自宅・宿泊療養者に対して、主治医の指

示に基づき緊急に訪問看護を行った場合は、以下の点数を訪問看護を
行った時間を問わず、 1 日につき 1 回算定できる。
①		 訪問看護ステーション：長時間訪問看護加算（5,200	円）

②		 医療機関：長時間訪問看護・指導加算（520点）
⑵		 ⑴について、主治医の指示に基づいて作成した訪問看護計画に定めた

訪問看護を実施した場合においても、長時間訪問看護加算又は長時間訪
問看護・指導加算を算定することができる。

⑶		 ⑴の取扱いは、2021年 8 月 4 日以降適用される。
⑷		 長時間精神科訪問看護加算（5,200円）又は長時間精神科訪問看護・

指導加算（520点）も⑴と同様の取扱いとなる。
⑸		 宿泊療養又は自宅療養中の患者について、特別訪問看護指示書を交付

できる。
	 	 （2021年 8 月 4 日厚労省事務連絡、2021年 8 月11日厚労省事務連絡）

3　電話・オンライン診療   二類感染症患者入院診療加算（250点）
⑴	 新型コロナウイルス感染症の自宅・宿泊療養者に対して、医師が電話

や情報通信機器を用いて新型コロナウイルス感染症に係る診療を行った
場合、A210	の 2 二類感染症患者入院診療加算（250点）を算定できる。

⑵	 ⑴の加算は、当該患者に対して主として診療を行っている医師が属す
る 1 つの医療機関において、 1 日につき 1 回算定できる。

⑶	 この取扱いは、2021年 8 月16日以降適用される。
	 （2021年 8 月16日厚労省事務連絡）

現在、特例とされている「乳幼児感染予防策加算」は10月以降は点数引き下げ、「感染症対策
実施加算」は10月以降は廃止の予定とされています（ 9 月 6 日現在）。具体的な取扱いは下表を
ご参照ください。ただし、延長の可能性もあるため、今後の厚労省からの通知をご確認くださ
い。最新情報は石川県保険医協会ホームページ「協会ニュース」でお知らせしています。

2021年9月30日まで 2021年10月1日以降（予定）
乳幼児感染予防策加算 医科100点、歯科50点 → 医科50点、歯科28点（終了時期は未定）
感染症対策実施加算※ 外来5点、入院料10点 → 廃止
※医科外来等感染症対策実施加算（5点）、歯科外来等感染症対策実施加算（5点）、入院感染症対策実施加算（10点）

石川県保険医協会 協会ニュース https：//ishikawahokeni.jp/blog/

乳幼児感染予防策加算
感染症対策実施加算

10月1日から
引き下げ＆廃止予定

新型コロナ 自宅・宿泊療養者の新たな診療報酬特例

図5　SARS-CoV-2ワクチン

図6　mRNAワクチンの効果

ワクチンの意義と課題 

２）副反応 
① 直後；アナフィラキシー、血管迷走神経反射 
② 数日後；高頻度に見られる副反応 
③ 稀な副反応；VITT 
④ 未知の副反応 

３）変異株に対する効果 

４）Breakthrough infection（接種後の感染）  

１）ワクチンの意義 

５）ワクチン未接種者への対応 

図7

（
1
面
の
つ
づ
き
）

講演動画を公開中！
講演会「新型コロナウイルス感染

症のイロハ」第１回と第２回の動画
は石川県保険医協会ホームページ
「講演ライブラリー」より視聴でき
ます。
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人
工
呼
吸
器
に
よ
る

呼
吸
管
理
、
喀
痰
吸

引
等
の
「
医
療
的
ケ

ア
」
が
必
要
な
子
ど
も

た
ち
が
増
え
て
い
る

中
、
医
療
的
ケ
ア
児
及

び
そ
の
家
族
に
対
す
る
支
援
に
関
す

る
法
律
（
以
下
、
医
ケ
ア
児
法
）
が

２
０
２
１
年
６
月
18
日
に
公
布
さ

れ
、
９
月
18
日
に
施
行
さ
れ
る
。
基

本
理
念
を
定
め
、
具
体
的
な
規
制
や

罰
則
に
つ
い
て
は
特
に
規
定
し
て
い

な
い
、
い
わ
ゆ
る
理
念
法
で
は
あ
る

が
、
国
等
の
責
務
を
比
較
的
具
体
的

に
示
し
て
お
り
、
医
療
的
ケ
ア
児
お

よ
び
そ
の
家
族
に
と
っ
て
画
期
的
な

法
律
だ
。

今
ま
で
制
度
上
、
法
律
上
、
日
常

的
に
医
療
機
器
、
医
療
的
ケ
ア
が
必

要
な
子
ど
も
た
ち
は
病
院
に
し
か
い

な
い
と
さ
れ
て
い
た
が
、
医
療
の
発

達
に
伴
い
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
で

あ
っ
て
も
、
在
宅
で
生
活
、
成
長
、

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
た
ち

が
増
え
、
法
律
が
や
っ
と
追
い
つ
い

た
形
だ
。

医
ケ
ア
児
法
は
、
国
、
地
方
公
共

団
体
、
保
育
所
、
学
校
等
の
責
務
を

明
ら
か
に
し
、
保
育
お
よ
び
教
育
の

拡
充
と
医
療
的
ケ
ア
児
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
に
よ
り
、
医
療
的
ケ
ア

児
の
健
や
か
な
成
長
を
図
る
と
と
も

に
、
そ
の
家
族
の
離
職
を
防
止
し
、

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
、
育
て
る

こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

脳
性
ま
ひ
の
お
子
さ
ん
の
訪
問
診

療
を
し
て
い
る
会
員
か
ら
の
話
に
よ

る
と
、
喀
痰
吸
引
の
た
め
母
親
が
毎

日
学
校
に
同
伴
し
て
い
た
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
最
近
、
学
校
に
看
護
師
が

配
置
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
同
伴
す

る
必
要
は
な
く
な
っ
た
が
、
看
護
師

が
休
み
の
時
は
母
親
の
同
伴
が
必
要

で
、
病
状
が
悪
化
し
た
場
合
は
学
校

か
ら
呼
び
出
し
が
あ
る
た
め
、
無
職

で
子
育
て
を
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
っ
た
。

医
ケ
ア
児
法
で
は
保
育
所
・
学
校

に
、
保
護
者
の
付
き
添
い
が
な
く
て

も
適
切
な
医
療
的
ケ
ア
が
で
き
る
よ

う
看
護
師
等
の
配
置
を
求
め
て
い
る

が
、
今
後
医
療
的
ケ
ア
児
が
増
え
る

と
予
測
さ
れ
る
中
、
看
護
師
の
み
で

の
医
療
的
ケ
ア
で
は
十
分
対
応
で
き

な
い
と
思
わ
れ
る
。
保
育
所
、
学
校

で
喀
痰
吸
引
等
の
医
療
行
為
が
で
き

る
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
等
の
環
境

の
整
備
を
、
医
ケ
ア
児
法
は
国
や
地

方
公
共
団
体
に
求
め
て
い
る
。
石
川

県
で
は
喀
痰
吸
引
等
の
医
療
行
為
の

で
き
る
介
護
福
祉
士
、
保
育
士
が
少

な
く
、
育
成
で
き
る
環
境
整
備
が
必

要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
同
様
な
状

況
で
あ
る
富
山
県
で
は
２
０
２
０
年

４
月
に
喀
痰
吸
引
等
第
３
号
研
修
補

助
金
制
度
を
制
定
し
、
喀
痰
吸
引
研

修
を
受
講
し
や
す
い
状
況
を
作
り
だ

そ
う
と
し
て
い
る
。
石
川
県
で
も
研

修
制
度
を
整
備
し
、
看
護
師
以
外
で

医
療
行
為
の
で
き
る
人
材
育
成
に
力

を
入
れ
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

石
川
県
に
も
医
療
的
ケ
ア
児
支
援

セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
は
ず
で
あ
る
が
、
設
置
さ
れ
た
だ

け
で
は
、
家
族
の
離
職
を
防
止
し
、

医
療
的
ケ
ア
児
の
健
や
か
な
成
長
が

図
ら
れ
る
と
は
考
え
に
く
く
、
保
険

医
協
会
も
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
注
視

し
て
い
き
な
が
ら
、
何
か
協
力
で
き

る
こ
と
が
な
い
か
模
索
し
て
い
き
た

い
。
医
療
的
ケ
ア
児
お
よ
び
そ
の
家

族
へ
の
支
援
が
充
実
す
る
こ
と
に
よ

り
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
よ
り

健
や
か
な
成
長
が
図
ら
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
生
き
方
を
選
択
で
き
る
豊
か
な

社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
と
確
信
し

て
い
る
。

学
校
へ
看
護
師
配
置

�

学
び
の
保
障
を

医
療
的
ケ
ア
児
法

で
き
る
だ
け

�

「
小
け
が
」に

金
沢
医
科
大
学
小
児
外
科
の

安
井
良
僚
と
申
し
ま
す
。「
小

児
科
医
か
ら
の
発
信
」
欄
を
小

児
外
科
医
が
書
か
せ
て
い
た
だ

く
の
は
い
さ
さ
か
不
安
で
す

が
、
外
科
医
の
端
く
れ
と
し
て

手
術
に
つ
い
て
普
段
考
え
て
い

る
こ
と
、
現
状
や
展
望
な
ど
を

お
話
し
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

手
術
は
言
う
ま
で
も
な
く
治

療
行
為
で
す
が
、
一
方
で
患
者

さ
ん
に
「
大
け
が
」
を
さ
せ

る
行
為
で
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
「
け
が
」
か
ら
の
回
復
は
患

者
さ
ん
に
お
願
い
す
る
し
か
な

い
た
め
、
で
き
る
だ
け
「
小
け

が
」
に
す
る
、
い
わ
ゆ
る
低
侵

襲
な
方
法
が
模
索
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
有
力
な
手
段
が
鏡

視
下
手
術
で
す
。
い
ま
か
ら
15

年
ほ
ど
前
に
私
が
消
化
器
外
科

の
修
練
を
う
け
た
一
般
病
院
で

は
腹
腔
鏡
手
術
は
ま
だ
導
入
さ

れ
た
ば
か
り
で
し
た
。
当
時
は

胆
嚢
摘
出
術
や
初
期
の
大
腸
が

ん
な
ど
限
ら
れ
た
疾
患
の
み
の

適
応
で
し
た
が
、
術
後
の
患
者

さ
ん
の
回
復
が
従
来
の
手
術
に

比
べ
明
ら
か
に
早
く
、
こ
れ
が

低
侵
襲
手
術
か
と
驚
い
た
こ
と

を
覚
え
て
い
ま
す
。

小
児
外
科
領
域
で
も
手
術
器

具
の
進
歩
に
よ
り
鏡
視
下
手
術

の
導
入
が
進
ん
で
い
ま
す
。
成

人
で
は
10
㎜
前
後
の
器
械
が
標

準
で
す
が
、
小
児
で
は
３
㎜
ま

た
は
５
㎜
の
器
械
が
標
準
で

す
。
当
科
で
は
虫
垂
切
除
術
、

鼠
径
ヘ
ル
ニ
ア
根
治
術
、
噴
門

形
成
術
、
さ
ら
に
近
年
で
は
先

天
性
胆
道
拡
張
症
に
対
す
る
分

流
手
術
、
腎
盂
形
成
術
、
膀
胱

尿
管
新
吻
合
術
な
ど
、
こ
れ
ま

で
直
視
下
に
行
っ
て
き
た
術
式

の
鏡
視
下
手
術
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
で
き
る
だ
け
小
さ
な
創

で
、
ま
た
小
児
と
い
う
小
さ
な

対
象
で
内
視
鏡
に
よ
る
拡
大
視

効
果
が
威
力
を
発
揮
し
、
直
視

手
術
よ
り
緻
密
な
操
作
が
可
能

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

多
様
な
選
択
肢
か
ら

近
年
、
さ
ら
に
新
し
い
手
段

と
し
て
手
術
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
が

登
場
し
ま
し
た
。
２
０
２
０
年

４
月
よ
り
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
腎
盂

形
成
術
が
保
険
収
載
さ
れ
、
当

科
で
も
ス
タ
ッ
フ
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
終
了
し
導
入
の
体
制
が

整
い
ま
し
た
。
当
院
で
稼
働

し
て
い
る
の
はda	V

inci	X
i

で
、
鉗
子
は
最
小
８
㎜
と
腹
腔

鏡
で
用
い
る
も
の
よ
り
か
な
り

太
い
で
す
が
、
従
来
の
鏡
視
下

手
術
用
の
鉗
子
に
は
な
い
関
節

を
備
え
、
こ
れ
ま
で
の
手
術
の

概
念
に
は
な
か
っ
た
操
作
や
展

開
を
可
能
と
し
ま
す
。
太
い
鉗

子
と
大
が
か
り
な
器
械
は
一
見

不
向
き
に
見
え
ま
す
が
、
逆
に

小
児
に
こ
そ
現
在
の
鏡
視
下
手

術
の
限
界
を
超
え
ら
れ
る
可
能

性
を
秘
め
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

一
方
、
鏡
視
下
手
術
が
本
当

に
低
侵
襲
で
あ
る
か
は
慎
重
な

判
断
が
必
要
で
す
。
新
生
児
や

乳
児
期
早
期
で
は
鏡
視
下
手
術

の
た
め
の
体
腔
内
へ
の
送
気
が

静
脈
還
流
を
さ
ま
た
げ
た
り
低

体
温
を
誘
発
し
た
り
す
る
な

ど
、
逆
に
直
視
下
手
術
よ
り
高

侵
襲
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
鏡
視
下
手
術
を
行
う

こ
と
を
優
先
す
る
あ
ま
り
、
こ

れ
ま
で
先
人
が
築
い
て
き
た
定

型
術
式
を
安
易
に
鏡
視
下
で
や

り
や
す
い
よ
う
に
変
更
す
る
こ

と
は
、
疾
患
の
治
療
と
い
う
最

も
重
要
な
目
的
が
達
せ
ら
れ
な

く
な
る
危
険
性
を
孕
み
ま
す
。

小
児
の
患
者
さ
ん
に
対
し

て
、
治
療
後
の
長
い
人
生
を
安

心
し
て
送
っ
て
い
た
だ
け
る
、

で
き
る
だ
け
「
小
け
が
」
な
、

真
に
低
侵
襲
な
治
療
法
を
選
択

す
る
こ
と
は
、
選
択
肢
が
多
様

に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
患
者
さ
ん
に
最
適
な
治
療

を
提
供
で
き
る
よ
う
、
全
力
を

尽
く
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

小児科医からの

発信
小児科医からの

発信
～子どもは未来、
　日本の未来～

《第58回》

真
に「
侵
襲
」の
少
な
い

 
手
術
を
求
め
て

安
井

　良
僚

（
金
沢
医
科
大
学
病
院
・
小
児
外
科
）

《第58回》

公費負担医療等の手引
（2021年7月）

公費負担医療は、複雑な制度体系と
なっています。この書籍はすべての公費
負担医療について、対象となる人、所得
制限、一部負担、申請方法、請求方法な
どを分かりやすく解説しています。

2021年版では新たに 新型コロナ
ウイルス感染症 に関わる検査の公費
負担医療、宿泊療養・自宅療養者の公費
負担医療等についても掲載！ レセプト
記載例もあり請求事務に役立ちます。

会員価格　　　　　　　（定価4,000円、税・送料込）です。
FAX・メール・電話よりご注文ください。

１冊２,０００円

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

黒
１
、
３
が
大
切
な
手
順
。
白
４
に
黒

５
で
白
死
で
す
。
黒
１
で
先
に
３
は
白
４

黒
１
白
５
で
白
生
き
。
ま
た
黒
１
で
５
は

白
３
黒
イ
白
１
で
コ
ウ
。
白
２
で
５
な
ら

黒
４
白
３
黒
２
で
白
死
で
す
。

囲

解
答

碁

☗
４
一
角
成
☖
同
玉
☗
３
三
桂

☖
同
桂
☗
４
二
歩
☖
同
銀
☗
５

二
金
☖
３
一
玉
☗
４
二
金
☖
２

二
玉
☗
３
二
金
☖
１
二
玉
☗
２

一
銀
ま
で
13
手
詰
。

〈
解
説
〉
３
手
目
の
☗
３
三
桂

が
好
手
で
、
☖
同
桂
に
☗
４
二

歩
を
き
か
し
て
、
７
手
目
☗
５

二
金
か
ら
は
手
順
の
追
詰
と
な

り
ま
す
。将

棋
解
答

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
）

「
数
独
」の
解
答

7
＋
6
で
、答
え
は「
13
」

（
問
題
8
面
）
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年
間
相
談
延
べ
５
千
件

今
回
は
、
能
美
市
寺
井
町

の
「
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
」
内
に

あ
る
能
美
市
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
を
訪
問
し
た
。
同
セ
ン

タ
ー
は
２
０
１
５
年
に
開
所
さ

れ
、
県
内
で
は
珍
し
く
、
同
一

フ
ロ
ア
ー
に
子
ど
も
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー（
２
０
１
３
年
稼
働
）

が
併
設
さ
れ
、
協
働
運
営
さ
れ

て
い
る
。
無
料
の
子
育
て
支
援

ホ
ー
ル
が
併
設
さ
れ
、
主
に
未

就
園
児
と
そ
の
保
護
者
の
遊
び

場
、
相
談
先
と
し
て
運
営
し
て

い
た
前
身
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
役
割
も
受
け
継
ぐ
。
子

ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
自
立
支

援
協
議
会
で
の
協
議
が
重
ね
ら

れ
た
。
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
身
近
な
場
所
で
気
軽
に
相

談
で
き
る
環
境
を
目
指
し
た
結

果
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
部
署
を
内
包
す
る
、
現
在

の
運
営
形
態
に
行
き
着
い
た
と

い
う
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
は

経
験
豊
富
な
保
育
士
等
の
支
援

員
が
５
名
、
子
ど
も
発
達
支

援
セ
ン
タ
ー
に
は
相
談
員
は

９
名
、
う
ち
臨
床
心
理
士
２

名
（
国
家
資
格
、
公
認
心
理
師

の
資
格
有
り
）
を
配
し
、
家
庭

児
童
相
談
室
を
併
設
。
支
援
対

象
は
18
歳
未
満
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者
で
、
児
童
福
祉
法
に

規
定
さ
れ
た
家
庭
児
童
福
祉
相

談
を
行
う
。
年
間
の
相
談
件
数

は
２
０
１
９
年
度
が
過
去
最
多

で
延
べ
約
５
千
件
、
実
人
数
は

９
７
２
人
に
も
の
ぼ
っ
た
。
市

町
村
規
模
で
比
較
す
る
と
相
談

件
数
は
多
い
。
保
護
者
か
ら
の

相
談
が
大
半
で
、
年
少
児
の
発

達
障
害
や
就
学
児
童
の
不
登
校

な
ど
、
様
々
な
相
談
が
寄
せ
ら

れ
る
。
不
登
校
の
場
合
は
学
校

や
施
設
と
敷
居
な
く
相
談
が
で

き
る
。
常
に
、
地
域
全
体
で
子

ど
も
を
見
守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

体
制
を
充
実
さ
せ
る
努
力
を
怠

ら
な
い
。
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
や
虐
待
防
止
委
員
会

等
の
所
属
諸
機
関
と
の
連
携
も

大
切
に
し
て
い
る
。

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
に
し
な
い

三
宅
さ
ん
は
、
軽
微
で
サ
ブ

ク
リ
ニ
カ
ル
な
発
達
障
害
で
も

早
期
に
発
見
し
て
対
応
で
き
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
言
う
。

幼
少
時
に
育
て
に
く
さ
を
感
じ

る
親
の
ス
ト
レ
ス
が
、
子
ど
も

の
発
達
に
も
不
利
益
を
も
た
ら

す
こ
と
が
多
い
。
親
御
さ
ん
の

気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
ひ
と
り

ぼ
っ
ち
に
し
な
い
!　

そ
の

上
で
自
立
に
導
く
。
訪
問
を
い

と
わ
ず
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り

方
を
一
緒
に
考
え
る
。
親
子

関
係
が
改
善
す
る
と
、
子
ど

も
の
問
題
行
動
が
落
ち
着

き
、
そ
の
子
の
発
達
障
害
的

な
特
性
が
気
に
な
ら
な
く
な

る
こ
と
も
あ
る
と
言
う
。
ぜ

ひ
医
療
機
関
側
か
ら
も
、
市

内
の
発
達
障
害
や
ネ
グ
レ
ク

ト
と
考
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
な

ど
、
気
軽
に
紹
介
し
て
ほ
し

い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
相

談
は
早
け
れ
ば
早
い
ほ
う
が

よ
く
、
親
子
関
係
は
必
ず
改

善
す
る
。
子
育
て
に
関
わ
る

些
細
な
心
配
事
は
、
早
め
に

相
談
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
。

医療 福祉の

《第18回》

能
美
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

障
害
が
あって
も
な
く
て
も

 

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談

エキスパート
訪問

【
取
材
先
】 三
宅

　妙
子
さ
ん（
臨
床
心
理
士
）

【
取

　材
】 医
療
福
祉
部
取
材
班

三宅妙子さん

約１時間にわたり取材対応いただいた

能美市子育て支援センター

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
出
歩

く
こ
と
が
ま
ま
な
ら
な
い

日
々
が
続
き
、
気
分
が
優
れ

な
い
。
良
く
な
い
気
分
で
診

療
し
て
い
て
も
患
者
さ
ん
に

は
迷
惑
を
か
け
る
だ
け
。
と

か
な
ん
と
か
言
い
訳
を
し

て
、
密
に
な
る
混
雑
を
避
け

て
、
５
月
の
連
休
明
け
の
平

日
６
日
（
木
）
に
志
賀
町
に

あ
る
通
称
「
ボ
タ
ン
寺
」
へ

行
っ
て
き
ま
し
た
。
ボ
タ
ン

は
真
っ
盛
り
! !　

ボ
タ
ン
の

花
は
赤
、
紫
、
ピ
ン
ク
、
白

等
、
と
て
も
綺
麗
で
見
頃
で

し
た
。

気
分
も
晴

れ
晴
れ
に
な

り
、
も
う
一

つ
の
お
目
当

て
、
近
く
の

西
海
漁
港
に

あ
る
回
転
す

し
「
西
海
丸
」

で
お
昼
を
頂

き
ま
し
た
。

ネ
タ
の
多
く

は
持
ち
船
で

獲
れ
た
新
鮮

な
お
魚
。
そ

れ
を
直
接
お

店
へ
。
産
地

直
送
よ
り
も

新
鮮
！　

お
店
が
漁
港
内
に

あ
る
の
で
当
然
で
す
ね
。

カ
ウ
ン
タ
ー
席
と
小
上
が

り
席
の
両
方
が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
カ
ウ
ン
タ
ー
席
で

マ
ス
ク
の
職
人
さ
ん
と
お
話

し
し
な
が
ら
回
転
し
な
い

お
寿
司
を
頂
き

ま
し
た
。
新
鮮

な
お
魚
！　

し

か
し
、
寝
か
せ

て
お
い
し
く
な

る
白
身
魚
は
寝

か
せ
て
提
供
。

酢
、
醤
油
、
お

米
は
地
元
産
に

こ
だ
わ
っ
て
地

産
地
消
。
お
い

し
い
の
は
当
た

り
前
！　

お
値

段
も
リ
ー
ズ
ナ

ブ
ル
で
し
た
。

漁
港
の
中
に
は
卸
値
で
お

魚
が
買
え
そ
う
な
売
店
も
あ

り
ま
し
た
が
、
当
日
は
残
念

な
こ
と
に
お
休
み
で
し
た
。

漁
港
の
中
で
は
釣
り
を
楽
し

む
人
た
ち
も
い
ま
し
た
。
次

回
は
違
う
季
節
に
ま
た
行
っ

て
み
た
い
と
思
わ
せ
る
お
店

で
し
た
。

コレコレ旨
ウマウマ

お気に入りの
食べどころ

西 

海 

丸

14軒
目

漁
港
で
食
べ
る
新
鮮
寿
司

村
田

　祐
一
（
金
沢
市
・
小
児
科
）

会員の皆さまのお気に入りの食べどこ
ろの投稿を募集しています。原稿は600
字程度、写真も一緒にお送りください。
� （編集部）

メール	 ishikawa-hok@doc-net.or.jp
F A X	 076-231-5156

西海漁港にある回転すし「西海丸」

志賀町（旧富来町）にある通称ボタン寺「遍行寺」

下島 正也 氏講　師
国立循環器病研究センター・移植医療部
金沢大学附属病院・循環器内科

第56回
なんでも学術 !
なんでも回答 ?

よろず勉強会

外来でここまで診られる心不全
－新薬を活用して－

2021年10月21日（木）午後7時30分～午後9時と　き

ところ オンライン会議システム（Zoom）または
石川県保険医協会・会議室

対　象 会員医師・歯科医師、
会員医療機関のスタッフ

参加費 無料
※詳細・申し込みは同封の案内チラシをご覧ください。
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尿道留置カテーテル（通称、尿道バルン）は、尿失禁や尿閉の泌尿器科
的理由で挿入される場合、仙骨部や臀部褥瘡の治療で糞尿分離・創の安静
目的で新規に導入される場合、入院中に腰椎圧迫骨折や大腿頸部骨折の周
術期に安静確保のため、あるいは集中管理の安静・尿量確認目的等で利用
される。閉鎖式バルンシステムを使用し、挿入時あるいは挿入期間中に尿
道損傷の発生がなく、 7 日以内に抜去可能であれば多くの場合は問題とは
ならない。しかし、14日以上の留置期間となるとその多くに細菌尿が認め
られ、28日以上でカテーテル表面に抗生物質耐性のバイオフィルムが形成
される。尿路感染が成立するとバルンを交換しても感染が持続する。しか
もそのまま抜去すると、熱発を伴う尿路感染症を発症することも多い。入
院期間が延びればバルン留置のままで退院となることもある。

やむを得ず長期留置となったバルンは抜去可能なのか?　そして、その
手順はどうしたらよいか。

排尿障害に関する基礎疾患を
調査し、挿入前に自排尿が可能であった場合には抜去可能と判断し、さっ
そくバルン抜去を勧めよう。

二通りの抜去手順を示す。まず、間欠的導尿が可能なら、早速バルンを
抜去しよう。直後より 1 日 4 〜 5 回の間欠導尿を施行し、残尿量が50ml
未満、かつ、膿尿を認めなければバルン抜去は成功である。しかし、間歇
的導尿の施行が困難である場合も多く、そのバルン抜去手順を示す。①尿
道留置状態で尿細菌培養・感受性検査を提出する。②感受性を参考に、バ
ルン抜去前の約 1 週間より抗生剤、排尿改善薬ベサコリン（0.8〜1.2g）と
エブランチル15mg 2 c〜30mg 2 cの内服を開始する。③ 1 週間後に排尿改
善薬を継続しつつバルンを抜去する。④バルン抜去後の排尿状況を観察す
る。すなわち、残尿測定（超音波または導尿いずれも可）を行い、膿尿の
有無を確認し、排尿改善薬の減量を検討する。ぜひ試してほしい。

入居施設での
　バルン抜去を勧めよう
入居施設での
　バルン抜去を勧めよう

紙上よろず勉強会 《第18回》シリーズ

西川　忠之 （能美市・泌尿器科）

排尿のはなし⑤テーマ

子
ど
も
の
頃
（
70
年
前
）
は

近
所
に
商
店
街
が
あ
り
、
八
百

屋
や
魚
屋
は
身
近
な
お
店
で
普

段
の
食
生
活
は
エ
プ
ロ
ン
姿
の

買
い
物
で
十
分
で
あ
っ
た
。
市

内
電
車
に
乗
っ
て
武
蔵
ヶ
辻
の

近
江
町
市
場
へ
買
い
物
に
出
か

け
る
の
は
、
お
正
月
の
準
備
や

お
祭
り
、
誰
か
の
お
誕
生
日
な

ど
「
ハ
レ
の
日
」
の
料
理
を
準

備
す
る
時
で
、
母
に
く
っ
つ
い

て
行
っ
た
も
の
だ
。

中
年
に
も
な
っ
て
勤
務
医
か

ら
町
医
者
に
な
り
、
浅
野
川
流

域
に
居
を
定
め
て
か
ら
は
、
武

蔵
ヶ
辻
が
近
く
な
り
、
近
江
町

市
場
へ
は
出
か
け
る
機
会
が
多

く
な
っ
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い

よ
閑
の
で
き
た
隠
居
後
に
は
、

散
歩
コ
ー
ス
の
１
つ
と
し
て
近

江
町
市
場
の
中
を
ウ
ロ
ウ
ロ
覗

き
回
っ
て
い
る
。

近
江
町
市
場
の
楽
し
い
と
こ

ろ
は
、
鮮
魚
に
し
ろ
青
果
に
し

ろ
種
類
が
豊
富
で
新
し
い
こ
と

と
店
の
若
い
衆
の
威
勢
の
良
い

か
け
声
で
あ
る
。
市
場
全
体
に

活
気
が
あ
り
、
つ
い
余
分
な
物

ま
で
買
い
込
ん
で
し
ま
う
。
文

字
通
り
「
金
沢
市
民
の
台
所
」

で
あ
っ
た
。

６
、７
年
前
に
新
幹
線
が
開

通
し
、
ま
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が

増
え
て
以
来
、
市
場
は
豹
変

し
た
。

関
東
方
面
か
ら
毎
日
ウ
ン
カ

の
ご
と
く
観
光
客
が
来
て
、
小

松
空
港
へ
は
上
海
、
台
湾
、
韓

国
か
ら
も
数
百
人
単
位
で
来
日

し
、「
近
江
町
市
場
」
は
「
観

光
ス
ポ
ッ
ト
」
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
市
場
内
は
押
す
な
押

す
な
の
観
光
客

の
見
物
で
、
店

の
若
い
衆
も

ひ
る
ん
で
し
ま

い
「
威
勢
の
良

い
か
け
声
」
も

出
ず
萎
ん
で

し
ま
っ
た
。
慣

れ
な
い
外
国
人

客
は
青
果
店
の

店
先
に
並
ん
だ

果
物
を
指
先

で
押
し
た
り
す

る
た
め
、「
不

要
触
摸
（
触

る
な
）」、「
非

买
勿
摸
（
買
わ

な
い
な
ら
触
る

な
）」
な
ど
の
「
貼
り
紙
」
を

出
し
て
防
戦
し
た
。
店
先
の

バ
ナ
ナ
の
房
か
ら
１
本
も
い
で

「
こ
れ
は
い
く
ら
か
？
」
と
店

主
を
驚
愕
さ
せ
た
客
も
い
た
と

言
う
。
混
雑
す
る
市
場
中
に
中

国
語
が
飛
び
交
い
、
一
瞬
「
こ

こ
は
ど
こ
だ
っ
け
？
」
と
思
う

瞬
間
が
あ
っ
た
り
。

観
光
客
は
ほ
と
ん
ど
買
い
物

は
せ
ず
、
た
だ
海
鮮
丼
屋
と
寿

司
屋
の
前
だ
け
に
行
列
が
で
き

た
。
市
民
の
買
い
物
客
は
恐
れ

を
な
し
て
激
減
し
、
古
く
か
ら

の
履
物
屋
、
乾
物
屋
、
豆
腐
屋

な
ど
や
小
さ
な
八
百
屋
や
魚
屋

な
ど
も
、
ポ
ツ
ン
ポ
ツ
ン
と
閉

店
し
て
い
っ
た
。

近
江
町
市
場
も
、
よ
そ
の
観

光
地
と
同
じ
よ
う
に
潰
さ
れ
て

い
く
運
命
と
諦
め
て
い
た
。

コ
ロ
ナ
の
奇
禍
が
１
年
半
以

上
続
き
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
ピ

タ
リ
と
止
ま
り
、「
ま
ん
延
防

止
」
指
定
の
お
か
げ
で
新
幹
線

も
空
席
が
目
立
っ
た
。
市
場
は

し
ば
ら
く
は
気
が
抜
け
た
よ
う

だ
っ
た
が
、
次
第
に
地
元
の
客

足
が
戻
り
「
市
民
の
台
所
」
の

様
相
を
呈
し
て
き
た
。
料
亭
や

割
烹
な
ど
か
ら
の
客
足
も
遠
の

い
た
た
め
、
鮮
魚
店
に
は
普
段

は
出
回
ら
な
い
上
等
な
高
級
魚

が
店
先
に
並
び
、
買
い
物
客
の

目
を
引
い
て
い
る
。

こ
の
５
、６
年
の
経
過
を
見

る
と
、
小
さ
な
小
売
店
は
高

齢
化
し
跡
継
ぎ
が
な
く
閉
店

し
、
市
場
内
の
同
業
種
間
で
の

合
併
や
統
合
が
あ
り
寡
占
化
し

は
じ
め
て
い
る
こ
と
が
気
に
な

る
。
ま
た
、
海
鮮
丼
屋
や
寿
司

屋
が
や
た
ら
に
増
え
て
、
本
来

の
「
市
民
の
台
所
」
と
し
て
の

市
場
機
能
が
少
な
く
な
っ
て
い

る
の
も
気
に
な
る
。
コ
ロ
ナ
奇

禍
の
期
に
、
近
江
町
市
場
の
将

来
を
市
民
が
再
考
す
る
機
会
と

し
て
ほ
し
い
。
折
し
も
、
今
年

は
近
江
町
市
場
創
設
３
０
０
年

に
あ
た
り
、
記
念
誌
『
近
江
町

市
場
三
百
年
史
』（
近
江
町
市

場
商
店
街
振
興
組
合
、
北
國
新

聞
社
、
３
３
０
０
円
（
税
込
））

が
出
版
さ
れ
た
。
一
応
、
近
江

町
市
場
の
歴
史
書
と
し
て
は
、

２
５
０
周
年
の
『
金
沢
市
近
江

町
市
場
史
』
に
次
ぐ
も
の
で

あ
る
。

ゴルフコンペ
石川県保険医協会主催

日時

場所

２021年11月3日（水・祝）
午前8：30スタート（7：45集合）

朱鷺の台カントリークラブ
眉丈台コース
羽咋市柳田町8-8　電話 0767-27-1121

※詳細は同封の案内チラシをご覧ください。

発刊のご案内
『歯科介護報酬便覧』

2021年介護報酬改定を受け、石川
県保険医協会が発行してきた『歯科
保険診療便覧』の中から、介護報酬
部分を独立させた冊子として発刊し
ました。介護報酬の解釈にあたって
必要な告示・通知を項目ごとに整理
してまとめました。
会員は１冊無料、２冊目からは会員
価格1,000円です。無料分１冊のみご
希望の場合も電話・FAX・メールより
ご注文ください。

●体裁　A4判70ページ、カラー
●発行　石川県保険医協会
●定価　3,000円（税・送料込）

8月下旬の近江町市場

	

井
沢
　
宏
夫
（
金
沢
市
・
内
科
）

近
江
町
市
場 

昨
今

会員投稿

石 川 保 険 医 新 聞 第593号（5）2021年9月15日（毎月15日発行）



7 月 7 日の中医協総会において、2022年度診療報酬改定に向けた本格的な議
論が始まった。改定に向けた議論は、 2 年前に比べ 4 カ月ほど遅れてのスター
トとなったが、その後、 1 ないし 2 週間に 1 度の急ピッチで会議が開催され
ており、最終的なスケジュールは例年と同様となる見込みである。なお、診療
報酬改定の基本方針は、社会保障審議会の医療保険部会・医療部会で議論され
るが、こちらは 7 〜 8 月にかけて議論がスタートしており、例年より若干早い
ペースとなっている。

本号では、8 月 4 日中医協総会までの議論について、以下に論点整理を行う。
引き続き次号以降で、中医協資料の情報提供に努めていきたい。

（1）改定に向けたスケジュール
ア�� 診療報酬改定全体の流れ

◦		 この点については従来どおり変更はなく、次のとおり進められること
となる。

①		 予算編成過程を通じて内閣が決定した改定率を前提に、
②		 社会保障審議会医療保険部会及び医療部会において策定された「基本

方針」に基づき、
③		 中央社会保険医療協議会において、具体的な診療報酬点数の設定等に

係る審議を行う。
イ�� 中医協総会における今後の検討計画

◦		 7 月 7 日中医協総会にて今後の検討計画が提起されたが、以下のとお
り、ほぼ例年通りのスケジュールが予定されている。

①		 9 月までに各検討項目の第 1 ラウンドの議論を終わらせる。
②		 秋に意見の整理をまとめる。
③		 秋以降に、個別項目の具体的な評価を検討する第 2 ラウンドの議論を

行う。
④		 来年 1 〜 3 月に改定内容の諮問・答申を行う。

（2）	診療報酬改定に向けた主な検討内容
◦		 7 月 7 日の中医協総会で提起された主な検討内容は、次のとおりである。

例年通り、外来、入院、在宅、歯科、調剤という大きな括りで論点を提示
するほか、「コロナ・感染症対応」というテーマを特設していること、そし
て、個別の検討事項として下記の 4 点が提起されていることが注目される。

≪次期診療報酬改定に向けた主な検討内容について（7月7日中医協総会資料1より）≫

（3）	コロナ・感染症対応（7月7日中医協総会）
≪コロナ・感染症対応についての論点（7月7日中医協総会資料2より）≫

①は、この間の診療報酬上の「コロナ特例」について、今後の取扱いをどう
するかの提起である。また、②は、今次医療法改正で「新興感染症等に対応で
きる医療提供体制の構築」が「医療計画の記載事項」に位置づけられたことを
受け、診療報酬上の対応をどうするかの提起である。

診療側からは、基本診療料への加算などについては基本診療料への包括や評
価の継続を求める意見が、そして、「院内トリアージ実施料」の特例等につい
ては恒久化を要望する意見が多かった。一方支払側は特例の継続について議論
に応じる考えが示されたが、基本診療料の引上げと特例の恒久化については反
対の意見が述べられた。

（4）	外来（7月7日中医協総会）
≪外来医療についての論点（7月7日中医協総会資料3より）≫

①の論点からは、より具体的には、（ア）外来機能の明確化（かかりつけ医
機能を評価した地域包括診療加算・機能強化加算、そして生活習慣病管理料な
どの見直しについて）、（イ）医療機関間の連携（診療情報提供料Ⅰ〜Ⅲの整理）、

（ウ）外来機能の分化（大病院の紹介状のない受診時定額負担の対象拡大）な
どが提起されている。また、②は、現在コロナ特例として実施されている「初
診からのオンライン診療」の解禁（恒久化）についての提起である。

かかりつけ医機能の評価について、診療側はさらなる充実を求める意見が多
く、それに対し、支払側は「患者からみてわかりやすい」ものに抜本的に再構
築すべきとの意見が出された。初診からのオンライン診療については、診療側
からは全面解禁には慎重な意見が出され、対面診療と組み合わせての実施の必
要性が強調された。支払側は「受診の門戸を狭めない形」の評価を求め、すで
に医政局の検討会で議論されているとおりの要件の見直しを進めるべきとの意
見が出された。

（5）	歯科（8月4日中医協総会）
≪歯科医療についての論点（8月4日中医協総会資料8より）≫

①の論点からは、かかりつけ歯科医機能、周術期口腔機能管理、在宅歯科医
療、ICTを活用した医科歯科連携などが俎上に挙がっている。②は、感染防止
対策に係る基本診療料の施設基準やコロナ特例（基本診療料への加算）など
が論点となる。③については、具体的には、（ア）口腔疾患の重症化予防（歯
科疾患管理料の長期継続加算、SPT、歯周病重症化予防治療、フッ化物応用な
ど）、（イ）ライフステージに応じた口腔機能管理（小児口腔機能管理料、口腔
機能管理料など）に関連したデータが提示され、これらが論点となる。また、
④においては、歯科用貴金属の代替材料を用いる技術の評価が論点となって
いる。

診療側からの評価の充実を求める意見に対し、支払側からはそれを退ける
意見など議論の応酬が行われている。例えば、感染防止対策の評価について、

「医療機関が行う本来の責務であり基本診療料の上乗せではなく研修や教育の
充実で対応すべき」とし、コロナ特例の延長や基本診療料への包括化について
は、支払側として反対意見を示している。

（6）	個別事項（7月21日中医協総会）
個別事項については、紙幅の関係で論点をすべて掲載することはできない

が、主な論点について以下に箇条書きで紹介する。詳細は、厚労省HPの中医
協資料を参照いただきたい。
①		 医薬品の適切な使用の推進

◦		 高齢化の進展と新型コロナの感染拡大による長期処方の増加傾向
◦		 処方箋様式（後発医薬品の「変更不可」欄の見直し）、後発医薬品の供

給問題
◦		 フォーミュラリの診療報酬上の評価（支払側意見）
◦		 スイッチOTC医薬品のある薬剤の保険外し（支払側意見）

②		 働き方改革の推進
◦		 地域医療体制確保加算、医師事務作業補助体制加算の対象拡大
◦		 人員配置基準の要件緩和（医療の質の低下を懸念する意見もあり）

③		 歯科用貴金属材料の基準材料価格改定
◦		 現状の後追いの仕組みでは限界があり、抜本的な対策が必要（診療側

意見）
④		 不妊治療の保険適用

◦		 関係学会の作成したガイドライン等に基づいて有効性・安全性等の確認
を進める。

◦		 現時点において有効性・安全性等が確認できないものの、今後、保険適
用を目指すものについては、先進医療等の保険外併用療養費制度の活用が
考えられる。

○		 コロナ・感染症対応（ 7 月 7 日中医協総会にて検討）
○		 外来（ 7 月 7 日中医協総会にて検討）
○		 入院（ 8 月25日中医協総会にて検討）
○		 在宅（ 8 月25日中医協総会にて検討）
○		 歯科（ 8 月 4 日中医協総会にて検討）
○		 調剤（ 7 月14日中医協総会にて検討）
○		 個別事項（ 7 月21日中医協総会にて検討）

◦		 働き方改革の推進
◦		 不妊治療の保険適用
◦		 医薬品の適切な使用の推進
◦		 歯科用貴金属の随時改定

①		 現行の特例措置の効果検証等も踏まえつつ、今後の新型コロナウイルス感染症
対策のあり方について、どのように考えるか。

②		 第 8 次医療計画に向けた検討状況も踏まえつつ、新型コロナウイルス感染症を
はじめとする新興感染症等に対応できる医療提供体制の構築に向けた取組につい
て、どのように考えるか。

①		 中長期的に地域の医療提供体制が人口減少や高齢化等に直面する中、外来機能
の明確化・連携や、かかりつけ医機能の強化等を推進し、患者にとって安心・安

①		 地域包括ケアシステムを推進する観点から、かかりつけ歯科医に求められる機
能や医科歯科連携等の他職種連携を推進するために、どのような対応が考えられ
るか。

②		 歯科外来診療における感染防止策等について、どのように考えるか。
③		 口腔疾患の重症化予防や口腔機能の管理を推進する観点から、どのような対応

が考えられるか。
④		 歯科固有の技術の評価について、引き続き生活の質に配慮した歯科医療の提供

等を推進する観点から、どのような対応が考えられるか。

	 全で質の高い外来医療の提供を実現するための、診療報酬の在り方について、ど
のように考えるか。

②		 オンライン診療を安全性・信頼性を確保しながら推進していく観点から、「オ
ンライン診療の適切な実施に関する指針」の見直しを踏まえ、診療報酬上の取扱
いも含めて実施に向けた取組を進めることとなるが、その際に考慮することとさ
れている対面診療との関係等について、どのように考えるか。

2022年度診療報酬改定に向けた検討課題が明らかに
─急ピッチで進む第１ラウンドの議論速報 中・医・協・資・料

石 川 保 険 医 新 聞 2021年9月15日（毎月15日発行）（6）第593号



石川県に申請した「新型コロナウイルス感染症緊急包括支援事業」（無床診療所
100万円/有床診療所200万円/病院200万円+ 5 万円×病床数）や厚労省に申請した令
和 2年度および 3年度「新型コロナウイルス感染症感染拡大防止・医療提供体制確
保支援補助金」等の交付を受けた医療機関は、確定申告により補助金の消費税及び地
方消費税に係る仕入控除税額の確定後、仕入控除税額報告書等を提出する必要があり
ます。なお、返還金が生じない場合（消費税の申告義務がない、簡易課税方式での申
告等）でも報告書等の提出は必要です。詳しくは、顧問税理士とご相談ください。
提出書類など詳細は、石川県保険医協会のホームページ「開業医向け　新型コロナ

関連の支援制度」に掲載している「補助金等の会計と税務」からもアクセスできます。
https://ishikawahokeni.jp/covid19-shien-iryoukikan/

<締切>
■緊急包括支援事業：2022年6月30日まで

提出先：	石川県健康福祉部医療対策課	〒920-8580	金沢市鞍月 1丁目 1番地
■感染拡大防止・医療提供体制確保支援補助金
� 令和2年度補助金：2022年6月30日まで
� 令和3年度補助金：2023年6月30日まで

提出先：	厚生労働省医政局医療経理室	〒100-8916	東京都千代田区霞が関1-2-2

新型コロナウイルス感染症関連の補助金
仕入控除税額が確定したら報告を

自在性が魅力です！
○急な出費にも1口単位で解約できます  
○払込が困難な時には「掛金中断」もできます
○年金の受け取りは「受給時」に ①10年定額年金 ②15年定額年金
　③15年逓増年金 ④20年逓増年金 から選択、または一括受け取り
○万一の時にはご遺族に全額給付

保険医年金は、国の公的年金制度が不十分なためにつくられた医師・歯科医師
を対象とする積立型の年金制度（拠出型企業年金保険）です。1968年に創設して
以来、わが国有数のスケールに発展しています。
保険医年金では、年金制度でもっとも大事な加入者の年金給付を守ることを
重視し、これまでに年金受給者の年金額をカットしたことは一度もありません。

年金資産は6社の生保会社でリスク分散されています。

※普及期間中には、保険医年金の引受保険会社のうち、大樹生命（旧 三井生命）、明治安田生命、
富国生命の普及担当者が制度内容等をご案内します。

※ここでは制度の概要をお知らせしております。詳細についてはパンフレットをご確認ください。

全国の会員から、自在性・柔軟性に富む保険医年金が評価されています。
お問い合わせは 石川県保険医協会まで

Tel：076-222-5373  Fax：076-231-5156

明日のための安心設計

保険医年金の
おすすめ

この機会にぜひ加入・増口を
ご検討ください。

ご加入日 2022年1月1日
加入資格 新規は満74歳、増口は満79歳まで

の保険医協会の会員

月　払
１口１万円

一時払
１口50万円

9月1日から10月25日まで加入・増口の受付は

●詳細は同封の案内チラシをご覧ください。

［主催/問合せ先］ 核戦争を防止する石川医師の会
電話 076-222-5373
ホームページ http://ippnw-ishikawa.jp

9.26国連核兵器廃絶デー・
核兵器禁止条約発効記念講演会

長崎に学ぼう
平和を築く
自治体と
市民の力

核兵器のない世界へ

パブリックビューイングとZoomで開催

午後2時～4時（予定）
9/26［日］
2021年

石川県地場産業振興センター
金沢市鞍月2丁目1番地

【新館】５階 第12研修室
［定員50人］申込み必要

■パブリックビューイング会場

料
無

※長崎からZoomで講演されます。
長崎市長　田上 富久さん

た　 うえ　　とみ  ひさ

講師

「感染拡大防止・医療提供体制確保支援補助金（診療・検査医療機関100万円／
無床診療所25万円／病院・有床診療所25万円＋ 5万円×許可病床数）」の申請締
切は 9月30日までです。令和 2年度分で申請していない医療機関が対象です。

●厚労省ホームページ「「令和３年度新型コロナウイルス感染症感染拡大防止・医療提
供体制確保支援補助金」について」
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_17941.html

感染拡大防止・医療提供体制確保支援補助金
令和3年度分の申請締切迫る 9月30日まで
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本
年
４
月
、
血
液
内
科
専
門
医
を
卒
業
し
ま
し
た
。
45
年

前
に
入
局
し
た
金
沢
大
学
医
学
部
第
三
内
科
は
、
服
部
絢
一

初
代
教
授
が
“
不
治
の
病
”
の
白
血
病
に
対
し
治
癒
を
目
指

し
、
骨
髄
移
植
の
研
究
と
治
療
を
日
本
で
初
め
て
実
行
し
た

内
科
で
す
。
病
棟
に
は
無
菌
室
も
な
く
、
血
小
板
も
な
く
、

採
血
や
栄
養
補
給
用
中
心
静
脈
ル
ー
ト
も
な
く
、
は
じ
め
の

10
年
間
は
患
者
様
が
不
幸
な
転
機
を
取
る
こ
と
が
多
か
っ
た

で
す
。
剖
検
を
見
届
け
病
院
の
裏
口
で
お
見
送
り
す
る
ま
で

が
主
治
医
の
役
目
で
し
た
。

黎
明
期
は
死
に
も
の
ぐ
る
い
で
あ
っ
た
骨
髄
移
植
も
薬
や

治
療
環
境
の
進
歩
も
あ
り
、
保
険
で
も
認
め
る
医
療
と
な
り

ま
し
た
。
10
年
過
ぎ
た
頃
か
ら
、
退
院
で
き
る
人
が
現
れ
、

治
療
は
多
職
種
で
支
援
す
る
チ
ー
ム
医
療
へ
と
変
わ
っ
て
い

き
ま
し
た
。
患
者
さ
ん
も
ド
ナ
ー
も
家
族
も
チ
ー
ム
の
一
員

と
考
え
、
病
気
や
治
療
法
を
正
確
に
伝
え
、
疑
問
点
を
な
く

し
、
元
気
な
う
ち
に
移
植
し
、
最
新
の
薬
剤
や
血
液
製
剤
を

駆
使
し
治
癒
を
目
指
し
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
に
骨
髄
移
植
40
年
目
の
同
窓
会
が
あ
り
ま
し

た
。
移
植
に
関
与
し
た
多
職
種
の
皆
さ
ん
35
名
と
、
移
植

経
験
者
15
名
（
移
植
後
30
年
以
上
の
元
患
者
さ
ん
が
２
名
。

20
年
以
上
が
10
名
、
他
３
名
の
元
白
血
病
患
者
さ
ん
）
が
再

会
し
ま
し
た
。
移
植
時
14
歳
で
無
菌
風
呂
に
一
緒
に
入
り
、

背
中
を
流
し
た
B
君
が
結
婚
さ
れ
、
す
っ
か
り
“
お
じ
さ

ん
”
で
し
た
。
背
丈
が
伸
び
ず
“
背
出
せ
”
と
訴
え
続
け
た

I
さ
ん
も
母
親
を
支
え
る
立
派
な
御
婦
人
と
な
っ
て
い
ま

し
た
。“
命
の
伝
道
師
”
と
し
て
教
科
書
に
載
っ
た
方
も
お

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
移
植
後
遺
症
は
、
悪
性
腫
瘍
、
生
活

習
慣
病
、
骨
粗
し
ょ
う
症
、
白
内
障
、
内
分
泌
低
下
症
、
口

腔
病
変
な
ど
が
あ
り
手
ご
わ
い
で
す
。
軽
微
な
体
調
不
良

に
耳
を
傾
け
、
何
で
も
相
談
で
き
る
開
業
医
が
ぜ
ひ
必
要

で
す
。

そ
ん
な
こ
ん
な
も
あ
り
、
本
年
７
月
、
頭
の
リ
ハ
ビ
リ
を

兼
ね
内
科
専
門
医
試
験
を
受
け
て
み
ま
し
た
。
目
視
で
60
歳

以
上
は
５
名
ほ
ど
、
私
は
最
後
尾
か
ら
３
人
目
で
し
た
。
こ

ん
な
新
人
で
す
が
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

原
稿
募
集
中
　
趣
味
や
旅
行
記
、
医
療
・
福
祉
に
関
し
て
や
平
和
、
環
境
問
題
に
つ
い
て
な
ど
、
会
員
寄
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
編
集
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
0
7
6
（
2
2
2
）
5
3
7
3

最
後
は
、
多
く
の
観
光
客
が

訪
れ
る
草
津
温
泉
で
締
め
よ
う

と
思
う
。
観
光
客
の
多
く
は
湯

も
み
見
学
や
湯
畑
な
ど
の
観
光

名
所
を
訪
れ
る
こ
と
が
主
目
的

で
あ
り
、
温
泉
は
宿
泊
す
る
ホ

テ
ル
や
旅
館
で
入
る
の
で
、
共

同
浴
場
の
存
在
に
気
付
か
な
い

方
が
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？私

が
こ
の
地
を
訪
ね
た
の

は
、
温
泉
評
論
家
で
あ
る
石
川

理
夫
氏
が
作
成
し
た
「
ま
っ

と
う
な
共
同
湯　

温
泉
番
付
」

に
、「
草
津　

煮
川
の
湯
」
が

掲
載
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ

る
。
同
氏
の
著
書
『
温
泉
の
日

本
史
』
に
よ
れ
ば
、
草
津
温
泉

が
文
献
に
登
場
す
る
の
は
、
室

町
時
代
の
僧
で
歌
人
の
尭ぎ

ょ
う
え恵

法

師
に
よ
る
紀
行
文
『
北
国
紀

行
』
に
「
こ
れ
よ
り
山
路
を
伝

い
久く

さ
う
ず

草
津
の
温
泉
に
27
日
侍は

べ

り

て
…
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
は
じ
ま
る
。
ま
た
同
じ
室
町

時
代
の
禅
僧
万ば

ん

里り

集し
ゅ
う
く九

は
詩
文

集
『
梅ば

い

花か

無む

尽じ
ん

蔵ぞ
う

』
に
、「
本

邦
六
十
余
州
に
は
ど
の
州
に
も

霊
湯
が
有
る
が
、
そ
の
最
た
る

も
の
は
草
津
、
有
馬
、
飛ひ

州
し
ゅ
う

の
湯
島
（
下
呂
温
泉
の
こ
と
）

の
三
処
で
あ
る
」
と
記
し
、
そ

れ
以
降
、
こ
れ
ら
が
日
本
三
名

泉
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

い
っ
た
。
草
津
と
言
え
ば
、
草

津
節
を
歌
い
な
が
ら
行
わ
れ
る

湯
も
み
（
写
真
１
）
や
、
今
は

廃
止
と
な
っ
た
時
間
湯
、
ぬ
る

い
湯
か
ら
順
に
高
温
の
湯
へ

入
っ
て
い
く
合
わ
せ
湯
な
ど
草

津
独
特
の
入
浴
法
が
あ
り
、
い

ず
れ
も
水
で
薄
め
て
浸
か
る
の

で
は
そ
の
泉
質
が
落
ち
て
し
ま

う
こ
と
か
ら
、
泉
質
を
保
ち
な

が
ら
入
浴
を
可
能
に
す
る
地
元

の
方
々
が
考
え
出
し
た
方
法

で
、
高
温
で
湯
量
が
豊
富
な
草

津
な
ら
で
は
の
伝
統
文
化
と
言

え
よ
う
。

草
津
温
泉
に
は
無
料
の
共
同

浴
場
が
19
カ
所
あ
り
、
そ
の
う

ち
観
光
客
が
利
用
で
き
る
の
は

３
カ
所
の
み
で
あ
る
。
地
元
の

方
が
地
元
の
温
泉
を
共
同
で
利

用
す
る
そ
の
在
り

様
は
、
第
１
回
で

紹
介
し
た
渋
温
泉

に
通
じ
る
。
ち
な

み
に
草
津
の
お
湯

は
、
pH
２
・
１
と

強
酸
性
低
張
性
高

温
泉
で
、
硫
黄
成

分
も
含
ま
れ
て
い

る
。
最
初
に
、
街

の
中
心
に
あ
る
湯

畑
の
そ
ば
の
『
白

旗
の
湯
』
を
訪
ね

た
（
写
真
２
）。

地
元
の
方
が
使
う
共
同
湯
な
の

で
、
脱
衣
所
と
浴
槽
と
の
間
に

仕
切
り
は
な
い
。
浴
槽
は
２
つ

で
い
ず
れ
も
小
さ
め
（
写
真

３
）。
お
湯
は
や
や
白
濁
し
、

酸
性
度
が
強
い
た
め
に
酸
っ
ぱ

く
苦
い
味
が
し
、
目
に
当
て
る

と
す
ぐ
に
し
み
て
し
ま
い
開
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か

し
、
と
て
も
気
持
ち
の
い
い
湯

で
あ
る
の
は
間
違
い
な
い
し
、

浴
槽
か
ら
上
が
り
狭
い
な
が
ら

も
板
張
り
の
上
で
く
つ
ろ
げ
る

と
こ
ろ
は
昔
風
情
を
感
じ
と
て

も
良
い
気
分
に
浸
れ
た
。
目
的

の
『
煮
川
の
湯
』
は
湯
畑
か
ら

少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
る

（
写
真
４
）。
お
そ
ら
く
46
〜

47
℃
ほ
ど
あ
る
と
思
わ
れ
、
10

秒
ほ
ど
し
か
浸
か
っ
て
い
ら
れ

な
か
っ
た
た
め
、
熱
さ
以
外
の

感
想
は
な
し
。

さ
て
、
草
津
に
関
す
る
筆
者

の
評
価
は
、
お
湯
の
酸
性
度
が

強
す
ぎ
て
山
中
山
代
の
方
が
断

然
好
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
帰

り
際
に
宿
泊
先
の
女
将
さ
ん

に
「
酸
が
強
く
て
目
が
開
け
ら

れ
な
い
ん
で
す
が
地
元
の
方
は

ど
う
で
す
か
」
と
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
こ
の
街
に
は
目
医
者
は

い
な
い
よ
。
昔
か
ら
目
が
悪
け

り
ゃ
温
泉
に
入
り
な
と
言
わ
れ

て
育
っ
て
き
た
か
ら
。
そ
り
ゃ

近
眼
と
か
は
治
ら
な
い
け
ど

さ
。
今
の
若
い
人
は
す
ぐ
に
目

薬
使
う
け
ど
、
私
ら
目
薬
な

ん
か
使
っ
た
こ
と
な
い
よ
」

と
の
言
葉
で
十
分
に
納
得
さ

せ
ら
れ
た
。
草
津
は
こ
う
し

て
地
元
の
人
た
ち
に
愛
さ

れ
、
湯
も
み
な
ど
の
伝
統
文

化
を
育
ん
だ
、
全
国
の
人
々

が
訪
れ
た
く
な
る
魅
力
あ
る

温
泉
地
で
あ
っ
た
。

	

（
お
わ
り
）

卒
業
と
出
発
と

塩
原
信
太
郎
（
金
沢
市
・
内
科
）

囲 碁

（解答は 3 面にあります） （解答は 3 面にあります）

黒先　（７分で二、三段以上）
〈ヒント〉 無条件で仕留めますが、
 手順に注意して下さい。

■出題　九段　石榑郁郎

〈ヒント〉桂のうまい活用で……。
 （10分で二段）

■出題　九段　西村一義

中級編 中級編

二重枠（2つあります）に
入った数字の合計はいく
つになるでしょう。
【ルール】
①空いているマスに、1か
ら 9までの数字のどれか
を入れます。

②タテ列（9列あります）、
ヨコ列（9列あります）、
太線で囲まれた3× 3の
ブロック（それぞれ9マ
スあるブロックが9つあ
ります）のどれにも1か
ら9までの数字が1つず
つ入ります。

（答え3面）
パズル制作／ニコリ

SUDOKU 数 独6 4 8 9
3 7

7 9 2
□ 5 1

9 3 1 5
4 8
8 4 6

8 7
4 2 1 □ 3

斉藤　典才（金沢市・外科）

全国の共同浴場を旅して全国の共同浴場を旅して
伝統文化を育み
人気の草津温泉

《第5回》
最終回

写真１　熱乃湯の湯もみ
（2021年7月10日筆者撮影）

写真２　白旗の湯
（2021年7月10日筆者撮影）

写真４　煮川の湯
（2021年7月10日筆者撮影）

写真３　白旗の湯の浴槽
（「源泉かけ流しどっとねっと」から引用）

石 川 保 険 医 新 聞 2021年9月15日（毎月15日発行）（8）第593号


